




論文題目  「知的障害児・者の食生活と肥満に関する研究」  
 
研究目的  
 厚生労働省が実施した「平成 23 年生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・
者等実態調査）」によれば，全国の在宅知的障害児（者）は，平成 23 年 12 月現在，療育
手帳保持者数として 62 万 2 千人と推計されている．年齢分布をみると，65 歳以上の者の
























所在する知的障害者通所施設を利用する在宅知的障害者の男性 38 名（30±5 歳），女性 24








は，在宅で生活する知的障害のある男性 30 名（31±5 歳）と女性 20 名（33±7 歳）とし








畿 4 府県 6 施設の通所施設を利用する 2 歳から 5 歳の知的障害児とその保護者とした．保
護者に質問紙調査を実施し，157 名から回答を得た．質問内容は兵庫県が 5 年毎に実施さ
れる「健康食生活実態調査  」から，食生活への意識や行動に関する項目と朝食内容を選ん
だ．知的障害児の食生活状況・朝食内容を一般児ならびに知的障害児の男女間と年齢間（4
月を基準に 2 歳児，3 歳児を年少児群，4 歳児，5 歳児を年長児群）で比較検討した．児の
身長と体重から肥満度を求め，肥満傾向児の現状と食生活状況の関連について検討した．  
4）知的障害のある児童を養育する保護者への介入研究  
H 市内の児童デイサービスである A 施設を介入群とし，対照群として B 施設を設定した．
施設を利用している知的障害児の保護者に質問紙調査を実施した．A 施設では，保護者を









おいて HDL コレステロールが有意に低値を示した．身長と体重から BMI（Body Mass 
Index, kg/m2）を求め，25 以上を肥満としたところ，肥満者の割合は，男性ではいずれの
年齢群においても 42.1 %，女性では「20 歳群」で 40.0 %，「30･40 歳群」で 50 %であっ
た．肥満の出現率は，年齢群間に有意な差はなかった．血圧，血糖，中性脂肪，HDL コレ
ステロールで異常所見を示す者の割合には，年齢群間で有意な差はなかった．メタボリッ
クシンドロームの要因を有する者の割合については，男性では「 20 歳群」で 26.3%，「30･













の男性の得点が有意に低かった．知的障害者の男性の「 20 歳群」と「30・40 歳群」の間
において，得点に有意差が認められたのは，「食行動総得点」，「食べ方」，「食生活の規則性」
であり，「20 歳群」よりも「 30・40 歳群」の得点が有意に低かった．知的障害者の女性と
一般女性の間において得点に有意差が認められたのは，「食行動総得点」，「食生活の規則性」
であった．一般女性よりも知的障害者の女性の得点が有意に低かった．女性においては，


















 介入群の A 施設において，2 回の教室に参加し質問紙の回答があった保護者は 11 名（男
子 7 名，女子 4 名），対照群の B 施設において，質問紙の回答があった保護者は 9 名（男













結  論  
知的障害者は，男女とも一般成人より BMI，肥満者の割合，メタボリックシンドローム
の構成因子を有する者の割合が有意に高く，肥満やメタボリックシンドロームの構成因子
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